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【く概要＞又は＜一般目標： GIO>】

職業リハピリテーションにおける作業療法の位置づけと意義・役割を理解し、障害者への具体的な訓練の方法を学習する

職業リハピリテーションの歴史や障害者の一般雇用などの基礎知識を習得する。

職業関連活動に関する評価法や技法を修得する

社会の中の障害者の現状を把握し、作業療法の役割りや具体的な方法について学ぶ

［＜学習目標＞又は＜行動目標： sB0>】

,.職業の意義と職業的発達について説明できる

2.障害者の就労についての状況と問題点を述べることができる

3.職業に関して生活機能と障害、背景因子について整理し作業療法との関連を述べることができる

4.標準化されている、職業関連の評価を施行できる

5. ICFを使用し就労支援への技法を施行できる

回

数
授業計画又は学習の主題

1人と職業。職業とは

2職業リハピリテーションの定義・概念・歴史

3障害者の就労の現状

4職業リハビリテーションにおける作業療法の役割

5症例検討

6職業に関する評価

7支援計画

8職業興味検査の実施とその解釈

9IGATB評価の実施とその解釈

10内田クレペリン検査の実施とその解釈

11 IMODAPTSの実施とその解釈

12職業レディネスチェックリストの実施とその解釈

13シングルケース (ICF使用）にて就労支援の検討

14職務分析
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【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞

職業リハビリテーション学第2版 松為信雄編

く発行所＞ く発行年・価格・その他＞

協同医書出版 2006年 4200円

教科書

参考書 職業関連活動 早川宏子 協同医書出版 1999年 2600円

その他の資料
プリント

【評価方法】

出席、レポート、期末試験

【履修上の留意点】
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